
　　　　　　　　(事業共創委員会関係事業）－令和３年３月末

事　業　項　目 内　　      　　　　容 担 当 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備　　　　　　　　　考

事業
共創
（委）

中期事業計画に掲げる目指す姿
・企業側からの提案により、行政機関や大学から事業創出や市場開拓への協力を引き出している
・活動意欲があり機動力に富む協働プロジェクトをタイムリーに組織し、多くのビジネスチャンスを創出している
・異業種企業との連携により、ユニークな商品やビジネスモデルが生まれる
・広範な情報アンテナにより異業種ニーズを検知できる
・国内外の企業から協業の打診がくる

○

新たな研究会テーマ

 
      (Ⅳ-2-2.3)

新たな研究会立上げのための調査・研究活動を行う。
・新規ビジネス立ち上げに関する調査・研究
・他IoTやクラウドフォーラムとの連携
　（ヘルステック、農林漁村地域づくり、次世代放射光など）
・働き方改革に関するIT活用事例と効果に関する調査

〃

・農業法人協会総会（７月）
・Health Tech推進事業参加（５月）
・宮城県農山村地域づくり参加（５月）

(注）1.事業項目欄の（　）内は事業計画書本文の項目Noを示す。

一般社団法人　宮城県情報サービス産業協会　令和２年度事業報告 （委員会単位）

事　業

事

業

創

出

 ・

市

場

開

拓

 　県内への各種企業の進出に伴い情報サービス産業への波及効
果の期待される分野について、関連団体などとの連携により新た
なビジネス創出のシーズを探る。

  ・みやぎ工業会への参加。
　 製造業との異業種交流を行うためにみやぎ工業会の活動に
　参加し地域のIT化へ貢献する。

・宮城県農業法人協会への参加
　　農業生産法人との異業種交流を行うために、宮城県農業
　法人協会の活動に参加し地域のIT化へ貢献する。

ビジネスマッチ情報の提供
　
　・ビジネス企画を行うハッカソンイベントの開催

 中期事業計画に掲げる「目指す姿」の実現に向けて、「企業間連携による事業強化･創出の促進」な
らびに「産学官連携･協働による事業創出・市場開拓促進」をミッションとして、引き続き内外の協力を
得ながら事業に取り組む。

 ・「事業テーマ別研究会」については、宮城県農業法人協会におけるIT交流会の実績を基に引続き
本年度も、各種異業種交流会に参加する。
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〃

大学・行政との連携
タスク

      (Ⅰ-2-2.3-(1))

・みやぎ工業会（梵天会）　第１回研究会参加（９月）

[目指す姿への施策]

・企業側からの提案により、行政機関や大学から事業創出や市場開拓への協力を引き出している
・地域課題の解決を通してMISAのプレゼンスを高めると共に、各地にコネクションを作ることでお互いがWinWin
になれる関係性を築く

　

・ｉＭｉハッカソン　　令和３年秋に延期

〃

事業化を睨んだ異業種研究
会（交流会）への参加

       (Ⅳ-2-2.2)

・行政施策に関する説明会開催
　経済産業局、みやぎ産業振興機構など
・産学官連携で地方創生、地域課題を解決するスキーム作り
　地域課題の解決に向けたIT利活用の仕組み構築
　例）秋田県由利本荘市×秋田県立大学×MISA
インターン　アントレプレナー　国際教養だい

〃

ビジネスマッチへ
向けた活動

　 　(Ⅳ-2-2.2)

 

みやぎ工業会活動への参加

ハッカソンイベント開催

○ 経済産業局説明会

新規ビジネス研究会

宮城県農業法人協会活動への参加


